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「ユニバーサル篠山 チャレンジクラブ」
　障がい者が家に引きこもることなく外へ出かける楽し
みを作るため、吹き矢、卓球バレー、グラウンドゴル
フの三つの活動をしています。卓球バレーでは今年全
国大会で優勝しました。
　現在、吹き矢は２５人、卓球バレーは３０人、グラウ
ンドゴルフは９６人の会員が在籍しています。引きこもっ
ていた方も、やってみると面白いから、自分で準備し
たり、とにかく積極的に参加されるようになっています。
健常者の方も参加 OK！　一度足を運んでみませんか。
また、体験してみたい自治会やサークルなどがありまし
たら、ご一報ください。指導に伺います。

連絡先：山本 清
090-3283-3317
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四季の森通信
篠山市公民館だより 第 23号 篠山市立中央公民館

 篠 山 市 網 掛 4 2 9
 TEL079－594-1180
 館長　樋 口 裕 昭
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平成 2７年 12 月 21 日

「坂の上の雲」　春や昔（松山出身の秋山好古が士官学校の試験結果を待っている時の様子） 　
　十日ほど、何の通知もなかった。毎日、寮で待っていた。
── こりゃ、落ちたな。と、好古は思った。旧藩にもし有
力者がおれば陸軍に問い合わせてもらえるのだが、伊予松
山藩の場合はそういう便宜もなかった。
── 本郷に様子を聞こう。と思った。あの本郷房太郎の
藩は丹波篠山でわずか六万石の青山家だが、この藩は維
新で乗り遅れた後、にわかに奮起した。明和三年、大坂
から関世美という学者を呼んで振徳堂という藩校をたて、
藩士が七歳になると入学せしめ、十五歳で卒業させていた
が、維新後思い切った改革を試みた。本郷房太郎もここに
入っている。好古は士官学校の試験のあと、本郷からこの
話を聞いて、── 篠山はばかにならぬ。と思った。… 中
略 … 彼にとって運が良かったことはまだ年若い旧藩主青

山忠誠が大名にしては跳ねっかえりとさえいえるほどの時
勢感覚の持ち主であることであった。この旧藩主は、「自
分の藩は時勢に遅れた。今後、思い切った事をすべきであ
る」と言い、みずからが兵隊になろうとした。この時代に
すれば、異常な事であった。藩主みずからが兵を率いて行っ
た例は一件もない。ところが篠山の旧藩主は自分が兵隊に
なるという。旧藩主青山忠誠はここへ入校した。　　　　
　… 中略 …　─ 篠山はいわば、旧藩が総がかりで受験
のための勉強をしている。と好古は思った。それならば及
落のことも本郷を通じて旧篠山藩邸で聞いてもらえば分か
るだろうと思ったのである。

司馬遼太郎著「坂の上の雲」文芸春秋社　Ｐ59 ～ 61　抜粋

篠山藩、教育の夜明け
　徳川家康の実子の松平康重が篠山城を築き、篠山藩を立藩してから約 140 年の時を経て、第９代藩主
青山忠朝が篠山藩主となりました。青山時代の始まりです。
　12 年後、10 代藩主になった青山忠高は、儒学者関世美を教師として登用して藩校「振徳堂」を建設し
ました。その後、11代、12 代、13 代、14 代と続きましたが、明治維新の後廃藩置県で篠山藩は廃藩になり、
123 年の青山の世が終わりました。

　さらに明治 9 年（1876 年）には兵庫県に編入されるという歴史をたどりますが…

篠山藩・藩校「振徳堂」の教育は…
　さて「振徳堂」ではどんな教育がなされたのでしょう。全国にできた藩校は
約 350 校。明治維新の立役者を数多く輩出した土佐藩、長州藩などのカリキュ
ラムのほとんどは、論語などの漢学、古事記などの国学中心で、算術（初等）
はあっても和算（高等数学）はありませんでした。
　それに比べ「振徳堂」では漢学、国学、算術、特に和算においては、現在
の高校大学レベル相当の問題も取り上げられていたといいます。それを 15 歳
までに修了としていたのです。今風に言えば、他の藩校が文系コースで、篠山
藩「振徳堂」が理系コースといった感じでしょうか。

ささやま市民文化講座

　篠山に移り住んで２８年。ケ
アマネージャーとして仕事をす
る傍らいろいろな分野に興味
を持ち多忙を極めています。
　西紀文化協会長をはじめ、
保護司、更生保護女性会など、
人から請われるままにいろんな
役を引き受けています。「いろ
いろ大変ですね～！」と言われ
ますが、実はたくさんの人との
出会いがあり楽しくてしようがないんですよ。 自分の
知らない世界を知ることほど楽しいことはありません。
　最近では書道、茶道、パッチワーク、コーラスなど、
主人の理解と協力に感謝しながら日々飛び回っていま
す。

一生勉強一生青春

四季の森通信のバックナンバーを置いています。ご希望の方は中央公民館まで【四季の森通信配布先】
篠山市立中央公民館・本庁玄関ロビー・多紀支所・城東支所・西紀支所・丹南支所・今田支所・篠山市民センター・中央図書館・
総合スポーツセンター・ハートピアセンター・今田まちづくりセンター・川代体育館・西紀運動公園・篠山市健康福祉センター・
東雲診療所・西紀老人福祉センター

【問】公民館は何をしているところでしょうか？
《答》市民の皆さんの生活を社会教育の立場からサポートしています。百人いれば百通りの教育支援が存在します。この一枚
の紙面に全ての情報を網羅することはできませんが、もしあなたにとって「知りたい・気になる」と感じた情報に出会えたら、そ
の時がチャンス！私たちにあなたの学び・気づきを応援させてください！さてこの度、当通信は市広報と共に各家庭にお届け
出来るようになりました。（年４回発行）ご家庭でじっくりと読んでいただき、チャンスをつかんでいただけますように。（ＫＭ）

編
集
後
記

長澤素子さん 　青山家第 26 代当主である青山忠靖氏が、今年の夏に篠山市民文化講座で語られた内
容を中心に、篠山の教育に関してのお話をご紹介したいと思います。
　この話を進めるにあたって最初に紹介したいのが、司馬遼太郎の小説「坂の上の雲」
の冒頭に出てくる記述です。
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  さて、この秀才と言われた本郷房太郎が、青山忠誠の学友として東京に同行したのですが、当時の篠山の藩校が
いかにすごかったか、司馬遼太郎の文章から伝わってきますね。

篠
山
藩《年末年始休館日のお知らせ》下記期間休館とさせていただきます

             １２月 28 日（月）～１月 4 日（月）

公民館からのお知らせ
“第５回全国桶ット卓球大会”

“各地で年越し元旦マラソン”

★ 1/8
まで

全国の頂点に立つのはどのペア？
【 日    時 】２月６日 （土）　９：００～
【 場    所 】今田薬師温泉「ぬくもりの郷」
【競技部門】男性ペア・女性ペア・男女ペア
【参加定員】総ペア数　７２ペア（１４４人）
【参加申込】ぬくもりの郷 HP より申込書をダウンロードし、
必要事項を記入の上ぬくもりの郷にお申し込みください。

【城東年越しマラソン】１２月３１日（木） 23:40 ～
                                  ①城東グラウンド周辺
                                  ②旧後川小グラウンド周辺

【今田元旦マラソン】１月１日（金） 10:00 ～　
                                 今田町上立杭周辺

【多紀ファミリー初詣大会】１月１日（金） 8:00 ～
　　　　　　　　　　　ハートピアセンター周辺

公民館の HP で バックナンバー・カラー版を見ることができます！⇒ 四季の森通信  検索

　余談ですが、ここに出てくる本郷房太郎氏の生家は、現在のささや
ま保育園があるところ。西側半分が生家で、東側には「本郷図書館」
がありました。陸軍大将であった本郷房太郎の銅像を立てる計画があ
がったとき、社会的に有意義なものにしたいという家族の希望で、図
書館の建設になりました。

本
郷
房
太
郎本郷図書館

※このコーナーでは、生涯学習に励まれて
いる青春真っ只中の方をご紹介します。

− 篠山の教育を守り育てた青山家 −
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　時代が前後しますが、就任ほどなくの 1786 年、第 12 代藩主青山忠裕は、藩士の北部豊房（50
歳）を算術師範に命じました。数学教育の始まりです。
　北部豊房の弟子である本郷義正（本郷房太郎の曾祖父）と上田精兵衛は 1800 年に免許皆
伝になり、まだ若かったが秀才の誉れ高き安間重朋（安間家初代当主）などとともに藩校「振徳堂」
の算術世話人（数学教員）となりました。また、篠山藩江戸屋敷でも数学教育がなされており、
多くの優秀な数学教員が指導していました。
　当時、生徒は藩士の子弟をはじめ、農家の息子たちも含め 200 人、最盛期には 300 人を超
える生徒が学んでいました。そして、なんと学費はすべて無料でした。

篠山の数学教育のすばらしい功績
　こうして、篠山の数学教育は、物事を合理的に考える理系的な思考法を有する人材を育成す
ることに成功しました。また、幕末期においても観念的な尊皇攘夷思想に染まることも少なかっ
たためか、「坂の上の雲」文中の“維新で乗り遅れた”との記述につながっていったのでしょう。
　さらに、明治以降、陸軍士官学校へと進学する人材が多かったこともうなずけます。当時は
東大に入っても記事にならなかったけど、陸軍士官学校へ入ったら新聞記事になりました。陸軍
士官学校は、現在の東大京大のように日本最高の頭脳集団と言われていたようです。
　いずれにしても、歴代青山家が、篠山に「振徳堂」を創設することによって文化的な貢献を
果たし、後に藩校がなくなってからも、青山家の子孫が篠山の教育を守り育ててきたのでした。

「校舎は焼いても教育は焼くな」
　最後に、振徳堂が廃校になってからのお話をしておきましょう。
　第 13 代藩主 青山忠良の 10 番目の息子の青山忠誠は、明治 9 年に「私の資産は多くはあり
ませんが節約をすれば余裕ができますので、ふるさと篠山に若い人を育て、国家にとって必要な
人物を作りたいと考えています」と、篠山市黒岡の春日神社の境内に「私立篠山中年学舎」を
創設しました。忠誠 15 歳の時です。「私立篠山中年学舎」はやがて「公立篠山中学校」に名
前を変え、校舎全焼などを乗り越え順調に運営されていましたが、一県一中学の制度が出来て
廃校になってしまいました。忠誠は悔しくて何とか学校を続けたいと思い、「校舎は焼いても教
育は焼くな」と校長を励まし、寄付を募り、自らも多大なお金を出して「私立鳳鳴義塾」を興し
たのです。明治天皇もその功績を讃えています。その後、忠誠は 28 歳でこの世を去りますが、
兵庫県下でもっとも長い歴史を持つ高校として、兵庫県立篠山鳳鳴高等学校は「尚志館」とと
もに今も存続し、その建学の精神は篠山産業高校にも受け継がれています。

　篠山藩藩校「振徳堂」 111年の物語は、いかがでしたか？
　それにしても、なぜ数学に力を注ぐことになったのか…、それはまた別の機会に…

▲今田青少協　
　子どもと大人のしゃべり場

▲丹南（味間）青少協
　三世代ふれあいわくわくハイキング

▲西紀青少協　親子クッキング

▲毎回最初にある親子ふれあいタイ
ム。抱っこやマッサージ、声のかけ
方を学びます。

▲まるいのTV10月のオープニングにも出演

▲8/29「サマーフェスティバルin桶ット2015」
　桶ットサークル「ふらわぁず」やスポーツ21にしきみなみのメンバーも参戦。

ユニークな賞品を狙って熱い戦いを繰り広げました。

▲自分のことを語り合い、お互いを知り
合うことで、お母さん同士の絆も強く
なっていきました。

1 ページからのつづき…
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青少年健全育成推進連絡協議会（青少協）

家庭教育支援事業 篠山市初開催 !!

桶ット卓球

子どもは地域の宝物！みんなで育てよう！
　篠山市５つの青少協（篠山東・篠山西・西紀・丹南・今田）は、市内の子どもた
ちの健やかな成長を支援するため、子どもを守る家の推進の他、親子活動や、地
域活動、講演会など、さまざまな活動を繰り広げています。
　人間関係が希薄になり、核家族が増えている昨今、このような青少協の行事や活
動は、地域の世代間交流を図ると共に、子どもたちの郷土愛を育むことに役立って
います。ぜひご参加ください。

親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがきた！”（愛称 : BP）

桶ット卓球推進育成プロジェクト  チーム「道
み ち

」
　参考文献

「青山忠靖講義録」
「多紀郡郷土史考」奥田楽々斉
「丹波人物伝」氷上育英会
「丹波篠山藩の数学者たち」
「畿和算ゼミナール報告集（8）」
「篠山町百年史」

▲第一期生のお母さんと赤ちゃん

　桶ット卓球が篠山市に登場して５年。篠
山発祥のニュースポーツとして多くの皆さ
んに楽しんでいただいており、同好会もい
くつか発足しています。
　その一つ、チーム「道」さんは、桶ット
卓球を、全国また世界に広めていき、篠
山市の活性化につながればと熱心な活動
をされています。
　定期的な練習に加え、誰でも参加でき
る大会を季節ごとに開催するなど、普及
に積極的です。今後も子ども大会や外国
人大会なども企画されています。
　桶ット卓球を体験したい方、日頃の成果
を試してみたい方、練習に、大会に、ご
参加お待ちしています。

連絡先：上村 090-3894-2395

☆ここにきて自分の中にたまっていたものに気
がついた。「私は話したかったんだ！」

☆引っ越してきて子どもを産んだが、知り合い
もいなくて寂しくて寂しくて・・・・

　本当に BP に参加できてよかった！
　この子のおかげ！感謝！
☆まち中で、この会で知り合った友だちに会え

ただけですごくうれしかった。篠山に住んで
よかったと初めて思えた。

☆こどもをますますかわいく思うようになった
し、気負うことなく子育てできる感じがしま
す。

【お母さんの声】

第 15 代当主

青 山 忠 誠

　初めて赤ちゃんを育てる母親のための、
学びと仲間づくりの講座「親子の絆づくりプログラム

“赤ちゃんがきた！”（愛称 BP）」が、9 月２９日から４回
シリーズで開催され、０歳児の新米お母さん１４人が参加しました。
　講座では、その日のテーマに沿って話し合い、気になることや

喜びを共有することで、お母さん方は親同士のつながりを
深めていきました。

　また、仲間ができた喜びと育児の知識を学べたことで、
安心と自信を得て、穏やかな気持ちでまた
赤ちゃんと向き合えるようになりました。


